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【効能・効果(抜粋)】 

１．小児 

〈適応菌種〉 

セフジトレンに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎球菌、モラクセラ（ブランハメラ）・カタラーリス、

大腸菌、シトロバクター属、クレブシエラ属、エンテロバクター属、セラチア属、プロテウス属、モルガネラ・

モルガニー、プロビデンシア属、インフルエンザ菌、百日咳菌、ペプトストレプトコッカス属、バクテロイデス

属、プレボテラ属、アクネ菌 

〈適応症〉 

表在性皮膚感染症、深在性皮膚感染症、リンパ管・リンパ節炎、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び手術創等の二次感

染、肛門周囲膿瘍、咽頭・喉頭炎、扁桃炎（扁桃周囲炎、扁桃周囲膿瘍を含む）、急性気管支炎、肺炎、肺膿瘍、

慢性呼吸器病変の二次感染、膀胱炎、腎盂腎炎、中耳炎、副鼻腔炎、歯周組織炎、顎炎、猩紅熱、百日咳 

【用法・用量(抜粋)】 

通常、小児にはセフジトレン ピボキシルとして１回３mg(力価)/kg［本剤0.03g/kg］を１日３回食後に経口投与

する。 

＜肺炎、中耳炎、副鼻腔炎の場合＞なお、必要に応じて１回６mg(力価)/kg［本剤0.06g/kg］まで投与できる。

＜上記以外の疾患の場合＞なお、年齢及び症状に応じて適宜増減する。 

ただし、成人での上限用量の１回200mg(力価)［本剤２g］１日３回(１日600mg(力価)［本剤６g］)を超えないこ

ととする。 

 

 

 
 
 
 
 
 

９mg(力価)/kg/日 ９mg(力価)/kg/日 ９mg(力価)/kg/日

細粒として
１日投与量(ｇ)

細粒として
1日投与量(ｇ)

細粒として
1日投与量(ｇ)

4 0.36 14 1.26 24 2.16

5 0.45 15 1.35 25 2.25

6 0.54 16 1.44 26 2.34

7 0.63 17 1.53 27 2.43

8 0.72 18 1.62 28 2.52

9 0.81 19 1.71 29 2.61

10 0.90 20 1.80 30 2.70

11 0.99 21 1.89 31 2.79

12 1.08 22 1.98 32 2.88

13 1.17 23 2.07 33 2.97

体重
(kg)

体重
(kg)

体重
(kg)


